都道府県の高齢者虐待対応担当課長・担当職員向け養介護施設従事者による高齢者虐待対応に関する研修
要　　　　　　綱

講義のねらい　
①初動期段階における通報・相談から関係機関との情報共有、事実確認の準備について理解する。
②初動期段階における庁内及び市町村と都道府県の情報共有と連携について理解する。 

③虐待対応における事実確認の重要性とその準備におけるポイントを理解する。 

講義内容（計６０分）
	内容
	項目
	時間
	テキスト

	１　
通報・届出等の受付
	（１）客観的な情報収集

（２）通報者への対応

（３）都道府県に通報が寄せられた場合の対応

【通報・届出受付票】


	　１５分
	第５章１節

	２　
事実確認の準備　
	（１）高齢者虐待対応担当部署内での情報共有と既存情
報の収集・把握　
（２）事実確認の準備　　
（３）事実確認の法的根拠
（４）事前連絡
（５）被虐待高齢者等の保護先の確保
（６）調査の実施体制（介護保険施設の例）

（７）調査時の確認事項、質問内容　
（８）関係機関との事前調整
（９）調査へ持参する備品等

【情報共有・協議票】
【事実確認準備票】
	　４５分
	第５章２節


講義で使用するもの

　・資料集
　・市町村・都道府県のための養介護施設従事者による高齢者虐待対応の手引き

　・養介護施設従事者による高齢者虐待対応帳票

　
　

講義３　通報届出の受理・事実確認の準備








